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◆
組
織
部
会

　

市
内
２
４
７
の
自
治
会
と
、
各

地
区
連
合
会
と
の
協
調
、
自
治
会

へ
の
加
入
促
進
等
に
取
り
組
ん
で

い
ま
す
。

　

自
治
会
組
織
強
化
の
取
り
組
み

の
ひ
と
つ
と
し
て
、
全
自
治
会
長

を
対
象
と
し
た
講
演
会
を
開
催
し

ま
し
た
。

　

今
年
度
は
、
ロ
ー
カ
ル
フ
ァ
ー

ス
ト
研
究
所
か
ら
代
表
取
締
役
の

関
幸
子
氏
を
講
師
に
迎
え
「
地
方

創
生　

自
ら
が
担
う
ま
ち
づ
く

り
」
と
題
し
、
講
演
し
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。

　

ま
た
、
自
治
会
の
課
題
解
決
と

活
動
内
容
の
再
確
認
の
た
め
毎
年

先
進
市
視
察
を
実
施
し
て
お
り
、

今
年
度
は
東
京
都
青
梅
市
の
自
治

会
連
合
会
役
員
の
方
々
と
意
見
交

換
を
行
い
ま
し
た
。

主
防
災
組
織
の
育
成
強
化
に
努
め

て
い
ま
す
。

　

今
年
度
視
察
し
た
南
砂
雨
水
調

整
池
（
東
京
都
江
東
区
南
砂
）
で

は
、
茂
原
市
に
な
い
先
進
的
な
取

り
組
み
や
技
術
に
触
れ
、
改
め
て

水
害
対
策
に
つ
い
て
考
え
る
機
会

と
な
り
ま
し
た
。

お
問
い
合
わ
せ
は
、

生
活
課
（
２
階
）

☎
⒇
１
５
０
５
、5
⒇
１
６
０
０
へ
。

　

大
規
模
な
災
害
が
発
生
す
る
と
、

公
共
交
通
機
関
が
運
行
を
停
止
し
、

帰
宅
が
困
難
に
な
る
こ
と
が
予
想

さ
れ
ま
す
。

　

多
く
の
人
が
一
斉
に
帰
宅
を
始

め
る
と
、
火
災
や
建
物
か
ら
の
落

下
物
な
ど
に
よ
り
負
傷
す
る
恐
れ

お
問
い
合
わ
せ
は
、

総
務
課
防
災
対
策
室
（
４
階
）

☎
⒇
１
５
１
９
、5
⒇
１
６
０
２
へ
。

が
あ
り
危
険
で
あ
る
ほ
か
、救
助
・

救
急
活
動
の
妨
げ
と
な
り
ま
す
。

【
む
や
み
に
移
動
を
開
始
し
な
い
】

○
身
の
安
全
を
確
保
し
、
職
場
や

集
客
施
設
等
の
安
全
な
場
所
に

と
ど
ま
ろ
う
。

○
災
害
用
伝
言
サ
ー
ビ
ス
に
よ
り
、

家
族
の
安
否
な
ど
を
確
か
め
よ

う
。

○
交
通
情
報
や
被
害
情
報
な
ど
を

入
手
し
よ
う
。

【
日
ご
ろ
か
ら
準
備
し
て
お
き
た

い
こ
と
】

○
携
帯
ラ
ジ
オ
や
地
図
を
持
ち
歩

こ
う
。

○
ス
ニ
ー
カ
ー
や
懐
中
電
灯
、
手

袋
、
飲
料
水
や
食
料
な
ど
を
用

意
し
よ
う
。

○
家
族
な
ど
と
安
否
確
認
の
方
法
、

集
合
場
所
、
帰
宅
経
路
の
状
況

を
確
認
し
て
お
こ
う
。

こ
ん
な
活
動
を
し
て
い
ま
す

～
茂
原
市
自
治
会
長
連
合
会
～

　

茂
原
市
自
治
会
長
連
合
会
で
は
、
３
つ
の
専
門
部
会
を
設
け
、

各
種
事
業
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
今
号
で
は
、
そ
の
活
動
内
容

を
紹
介
し
ま
す
。

　

こ
の
ほ
か
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を

活
用
し
た
情
報
発
信
な
ど
の
取
り

組
み
も
行
っ
て
い
ま
す
。

◆
防
災
防
犯
部
会

　

災
害
に
強
い
ま
ち
づ
く
り
の
た

め
、
毎
年
実
施
さ
れ
る
地
域
防
災

訓
練
へ
参
加
す
る
と
と
も
に
、
自

◆
環
境
医
療
部
会

　

環
境
美
化
活
動
の
実
践
的
取
り

組
み
や
地
域
医
療
体
制
を
学
ぶ
な

ど
の
研
修
活
動
を
推
進
し
て
い
ま

す
。

　

今
年
度
は
、
生
活
に
欠
か
せ
な

い
水
や
ご
み
の
問
題
に
つ
い
て
考

え
る
べ
く
、
長
柄
ダ
ム
、
長
柄
浄

水
場
、
長
生
ク
リ
ー
ン
パ
ー
ク
を

視
察
し
、
環
境
に
配
慮
し
た
取
り

組
み
に
つ
い
て
学
び
ま
し
た
。

災害発生時の心得
～むやみに移動を開始せず、

落ち着いた行動を～

▲約60人の自治会長が参加

▲防災対策等について意見を交換

▲過去の浸水被害について説明を受ける参加者

▲資源ゴミ処理施設を見学


